
神戸市兵庫運河周辺地域における地域活性化に関する調査

【H26-1-9】調査成果の報告のポンチ絵 【実施主体名：神戸市】

今後の課題
・周辺未利用地等の開発を契機とした基盤
整備

・官民が連携したにぎわいの創出
・地域ビジネスとして継続的に管理・運営
できる体制、仕組みづくり

○（調査の背景・目的）中央卸売市場本場西側跡地では商業施設を核としたにぎわい拠点として、隣接する
新川運河を活かしたプロムナードやオープンカフェ等による新たな親水空間の創出等、整備がすすめら
れている。当地域の活性化のため、運河全体の回遊性、水辺アクセスの向上、地域魅力の活用が求めら
れており、商業施設と一体となった基盤整備の方向性と民間の活動と一体的に整備する効果を調査した。

基盤整備の方向性
・新川運河で親水空間、夜間ライトアップ
の整備を実施予定。

・兵庫運河側でもプロムナード整備を実施
予定。

・「市街地西部活性化プロジェクト」提案
募集を継続実施。活性化事業の新たな
展開を期待。

民間の活動と一体的に整備する効果
・商業施設者側でも、既定計画だけでなく、
「イベント広場の設置」や「建物も含め

た夜間ライトアップの整備」を検討。
・官民連携して基盤整備等を検討し事業化
することで、水辺を活用する民間事業者
の進出意欲が高まりつつある。

調査成果
１．船着場等概略検討
浮桟橋を一例に利用条件等を設定し、概略検討。
・浮体構造：セパレートタイプ（フロート製）

長さ13.0m、幅3.0m、乾舷高さ0.5m
・杭係留方式
・配置：横づけ形式
商業施設の建物配置、対岸張出し形状を考慮

・渡り部：軽量盛土＋連絡橋

２．夜間照明デザイン概略検討
・現状分析：全体的に暗い、白色の灯りが目立つ
照明のグレアが目立つ、ランドマーク等演出不足

・デザイン手法：①心地よい「電球色」を基本、
②オールLEDによる省エネ計画、③ランドマーク
のライトアップ、④間接照明と「魅せる・楽しい」
照明の組み合わせ、⑤にぎわいづくり/おもてなし
のあかりの仕掛け

・新川運河の照明デザイン
ポール照明の新設・配置見直し、樹木/植栽の
ライトアップ、橋・水門のライトアップ
カラープログラム導入

３．水辺利活用に係るマーケティング調査
・調査方法：水辺活用の実績・見込みある事業者
（のべ16社）に現地モニター調査を行い、
その後個別ヒアリングを実施

・ヒアリングの主な結果
水上アクティビティ事業：導入実績があり、綺麗で穏やかな水面が魅力であることから見込みがある。
舟運事業：運河の橋等物理的制約と陸上側のにぎわい施設の不足など、事業性の面で課題がある。

・事業成立条件の検討
①運河の水辺魅力拠点（陸側施設）の創造、②港湾区域を活用した官民連携の仕組みづくり、
③水面利活用ルールづくりなど民間事業者間の連携、④民間投資誘致のための基盤整備等

（調査の手順）

浮桟橋計画一般図（参考）

新川運河ｷｬﾅﾙﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ照明デザイン（イメージ）
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神戸市兵庫運河周辺地域における地域活性化に関す

る調査 

調査 

主体 
神戸市 

対象 

地域 
兵庫県神戸市兵庫区 

対象となる 

基盤整備分野 
港湾、海岸、道路 

１．調査の背景と目的 

（１）地域の特徴 

神戸市は海と山の迫る東西に細長い市街地を持ち、日本を代表する港町である。当該運河

は日本最大級の運河であり、国際港都神戸繁栄の礎となった歴史的遺産である。周辺には平

清盛ゆかりの歴史資源や産業観光資源等の観光資源が点在している。 

平成 20 年に国土交通省による「運河の魅力再発見プロジェクト」の認定を受け、平成 21

年に周辺住民・企業等・行政で構成する「兵庫運河活性化会議」を組織し、地域活性化に取

り組んでいる。これまで、プロムナードなどの基盤整備により、地域主体で、兵庫運河祭を

始め、レガッタなど水上スポーツや真珠貝を生育する環境教育活動「真珠貝プロジェクト」

などの活動が継続して行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査成果報告書 【様式５】 

図１ 兵庫運河周辺地域の現状と社会資本整備（見込み）  
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（２）神戸市の基本計画と地域の将来像 

地域の動きと連携し、平成 23 年に神戸市が策定した第 5 次基本計画において、兵庫運河周

辺地域を「神戸のもつ特性を活かしその魅力に磨きをかけ、神戸のにぎわいや活力の創造を

先導するリーディングエリア」のひとつに位置付けた。 

また、地域・周辺企業・行政からなる兵庫運河活性化会議において、平成 24 年に「兵庫運

河周辺地域のまちの将来像」をとりまとめた。 

 

（３）社会的背景・状況の変化、民間事業者の活動等 

平成 24 年 7 月に中央市場跡地の事業者イオンモール（株）を選定した。当初計画では、歴

史資産や運河など地域資源を活かし、運河沿いのプロムナードやオープンカフェを計画して

いる。 

なお、イオンモール（株）の当初計画では平成 27 年秋に開業を予定していたが、昨今の建

設資材の高騰等により、開業時期が平成 28 年秋に変更となった。 

（４）基盤整備の必要性と調査目的 

当地域の課題およびまちづくりの方向性は、下記のとおりである。 

[課題] 

・親水空間となる既設の親水プロムナードが連続しておらず、まちの回遊性に課題がある。 

・運河水面の利活用に際して、水辺へのアクセスに課題がある。  

・水辺と地域の歴史・魅力資源の連続性が乏しく、地域魅力の活用が不足している。  

  [まちづくりの方向性] 

  ・兵庫運河のさらなる活用（水面利用の促進、親水性の向上） 

・回遊性の向上（水面における回遊性、運河沿いの回遊性） 

  ・周辺資源の活用（歴史資源、ものづくり現場、中央卸売市場や中部処理場の跡地活

用） 

 

２．調査概要、手順 

上記の課題解決に向け、下記のとおり調査を実施する。  

①船着場等概略検討 

基盤整備として大型商業施設周辺のプロムナードや小型船舶等乗場など港湾・道路の基盤

整備について概略検討を行う。 

②夜間照明デザイン概略検討 

夜間景観など周辺環境と調和した魅力向上について概略検討を行う。   

兵庫運河周辺地域の将来像（抜粋） 

[新川運河両岸] 

中央卸売市場本場西側跡地では、商業施設を核  

としたにぎわい拠点としての整備が今後進められ  

ます。隣接する中央卸売市場と連携した食文化の  

発信、新川運河を活かしたプロムナードやオープ  

ンカフェ等による新たな親水空間の創出等、中央  

卸売市場本場西側跡地の商業施設と新川運河キャ  

ナルプロムナードと一体となったにぎわい拠点づ  

くりを進めていきます。 



 3 

③水辺利活用に係るマーケティング調査 

商業施設を整備するイオンモールや水辺空間を利活用する可能性がある舟運事業者、水上

スポーツ事業者等に対して、モニタークルーズ調査などにより魅力・課題や事業アイデアを

抽出する。 

次に、ヒアリングや先進事例調査により、民間による活性化事業の実現可能性を検討する。 

そして、民間事業者や港湾管理者等の意見を踏まえて、今後の官民連携した水辺空間の整

備や管理・運営方法の方向性について検討を行う。 

  なお、調査にあたっては、基盤整備等の検討状況とマーケティング調査状況にあわせ、相

互に調整を図った。 

 

３．調査内容 

（１）船着場等概略検討 

  今後の集客拠点となるイオンモール前において、水面利活用が可能となるよう船着場の検

討を行う。船着場の構造形式は干満差が大きく、また船舶が未確定のため、浮桟橋を一例に

利用・自然条件を設定し、浮体・渡り部等の概略検討を行う。 

①利用・自然条件の設定 

利用条件、接岸する対象船舶、施設の規模、平面配置、また自然条件などの検討条件を

整理・設定した。利用条件では、兵庫運河祭で使用した船舶（新川運河に進入可）を想定

し、舟運事業者へのヒアリングを実施した。  

 ②概略検討 

検討断面（1 案）について、下記項目を検討する。 

・浮体の安定性 

・中央市場跡地側プロムナード・既設護岸との取合いについて概略設計 

・概算数量・概算工事費の算出 

   ・配置計画案（平面図及び断面図）の作成  

なお、本検討における上位条件は下記のとおりである。  

   ・現在の護岸構造は基本的に改良しない。載過重に対して要検討。 

   ・浮桟橋はバリアフリー法を遵守する。（勾配 1/12） 

   ・隣接する商業施設のプロムナード計画と整合を図り、親水性の高い計画とする。  

 ③検討結果 

  検討の結果を、次ページに示す。 

表１ 調査手順 
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（２）夜間照明デザイン概略検討 

 運河全体の夜間景観の現状を分析し、全体コンセプトを作成する。次に、新川運河において

基本コンセプトを作成する。最後に、照明設備の配置など基本設計を行う。 

①現地調査、分析 

現状の運河夜間景観の分析結果を表３に示す。 

 

場所等 現状分析 写真 

運河 

全体 

・情緒性に欠ける白色のあかりが目立ち、均質的な

水への映り込み。 

・プロムナードからのビューに工夫が不足。  

・眺めて楽しい要素が希薄。 

 

橋梁 ・白い道路照明のみの景観。橋の演出は行われてお

らず、橋が次々に登場する「運河ならではの景観」

は希薄。 

 

図２ 浮桟橋計画一般図・断面図（参考図） 

メインフレーム 手摺連絡橋

有効幅：1.5m，全長：25.5m

アルミ合金製

クリート M80

手摺

H.W.L +1.70m

フロート

外皮：複合コンクリート
内部：発泡スチロール

鋼管杭

スライダー

支承板

SUS304

防舷材

D100×50

1
12 勾配：1/12以下

アルミ合金製
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表３ 現状の夜間景観の分析結果 
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ラ ン ド

マーク 

・橋や水門など運河を彩る景観資産にはライトアッ

プなどの演出は希薄もしくは未整備。 

・夜間にはかえって淋しい印象をつくっている。  

 

新 川 運

河地区 

・照明のグレアが目立ち樹木の良さを感じにくい。 

・後背植栽は暗がりをつくり不安な印象。  

・ベンチやオブジェの演出も無く、留まりたくなる

要素が希薄。 

 

②全体コンセプト 

 将来像に掲げる「安全性の確保」「アメニティの向上」「にぎわいの創出」の視点を基に、

基本コンセプトを『兵庫津・光の運河 絵巻』とし、運河の各エリアや景観要素を絵巻の題材

ととらえ、現代の兵庫津の物語を光で紡ぐ。色彩を使う場合は、日本的な「平安の色」をイ

メージとする。 

実現に向けては、下記５つのデザイン手法を用いる。 

   

 

 

 

・心地よい「電球色」を基本とするあかり 

・オール LED による省エネ環境配慮の計画 

・橋/樹木/護岸/建物等のライトアップ 

・間接照明と「魅せる・楽しい」照明の組み合わせ 

・にぎわいづくり/おもてなしのあかりの仕掛け 

図３ 兵庫運河 夜間景観形成の基本コンセプト 
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③新川運河地区基本コンセプト 

キャナルプロムナード及びイオンモール前の基本コンセプトを示す。  
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図６ 兵庫運河（新川運河地区）基本コンセプト（イオンモール側） 

注）計画イメージです。 

図５ にぎわい演出の仕掛け（カラープログラム） 
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（３）水辺利活用に係るマーケティング調査 

 １）調査目的 

  水辺を利活用して活性化を図る民間事業者を対象に、事業実現可能性についてヒアリング

調査を実施した。またヒアリング調査にあわせて、水辺利活用に係る基盤整備等の必要性や

占用条件等を調査し、検討を行った。 

 

２）民間事業者（ヒアリング対象）の抽出 

「神戸港や兵庫運河で活動もしくは見込みがある事業者（市街地西部活性化プロジェクト）」、

「水都大阪などで先行事例のある事業者」から、表３のとおり事業者を抽出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業 種 社 数※ 

遊覧船事業者、クルーズ事業者 ５社 

マリーナ事業者、マリーナ関連事業者 ３社 

アウトドアスポーツ事業者 ４社 

飲食事業者（水上レストラン構想含む） ２社 

地域観光・まち歩き事業者 １社 

商業施設事業者 １社 

※１社で複数業種を扱っている会社は、業種毎にカウントした。 

 

 ３）モニタークルーズ調査 

  まず個別ヒアリングに先立ち、事業者向けに現地モニターツアーを実施した。現地ツアー

後、事業者の視点から、①魅力・資源と課題、②試行実施可能な企画、③事業成立条件につ

いてワークショップ形式で意見交換を行った。調査結果を表４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ 民間事業者（ヒアリング対象）数 

図７ モニタークルーズ調査の様子 

○「地下鉄海岸線・市街地西部活性化プロジェクト」 

神戸市は人口減少・高齢化、活力低下が進む市街地西部地域を対象に、新たな活性化

策の創出を目的に、有識者と市関係部署等で構成するプロジェクトチームを平成 26 年

度に設置した。 

地域活性化に資する「事業者自らが実施主体となって行う新たな活性化策」に対して、

事業化に向けた実編可能性調査や事前準備、プレイベント開催等の直接経費の一部を支

援する仕組みである。プロジェクトの指定を受けると、国等関係機関への補助金申請や

許認可取得、規制緩和等に対し市がサポートし、プロジェクトチームメンバーからの助

言・サポートや事業広報・プロモーション活動支援が得られる。  
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項目 評価（○：魅力・資源,×：課題） 

航路・船着場等 ○新川運河：他船の運航が少なく、水が穏やか。 

ウォータースポーツの拠点に適している。 

○浜山小学校前プロムナード 

○西宮から内航を通って、都心・WF、兵庫運河と運航できる。 

×大輪田水門：運航できる船に制約がある。 

×和田岬線：橋の低さ。苅藻方面に通り抜けられない。 

×運河⇔海側：運河内を通る小型船では、海での揺れが激しい。 

景観・資源 ○大輪田橋（コンクリート造の３連アーチ橋） 

○和田岬線・旋回橋（橋と列車、隣の浅瀬・家具屋） 

○川崎重工兵庫工場：運河から車両が見える。工場好きが集まりそう。 

車両工場の人が手を振ってくれた。 

○苅藻運河：金川造船所の風景 

○三菱重工神戸造船所：潜水艦と海の風景 

○運河⇔海側：運河から神戸港側に出た時の景色の広がり、解放感。 

×緑が少ない。桜や紅葉など魅力ある樹木がない。 

にぎわい施設 ×陸側のにぎわい施設が不足している。人流を生む陸上施設が必要。 

×運河側に向けた見所ポイントが少ない。道路面を向いている。 

×運河周辺に公園・緑地など公共空間が少ない。 

自然・水質 ○水質がきれい。エンジンを切ってきれいな水と魚を見る。 

○水生生物がみられる。 

○人の手で自然が蘇った事例。エコツーリズムに使えるのでは 

○波の音が聞こえるなど、静けさがある。 

 

４）ヒアリング調査 

 民間事業者に個別にヒアリングを行い、事業アイデア（イメージ）と進出意欲を調査した  

 

 

事業場所 事業アイデア イメージ 進出意欲 

運河全体 運河内クルーズ 

 

 

△、× 

新川運河内、 

浜山小前 

大型ＳＵＰなど 

（手漕ぎボート） 

 

○ 

表４ 兵庫運河の魅力・資源と課題 

表５ 事業アイデア（イメージ）と現時点での民間事業者の進出意欲 

http://mizube.so/wp/wp-content/uploads/2015/03/megaSUP2.jpg
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（４）事業成立条件の検討 

 ①運河の水辺魅力拠点（陸側施設）の創造 

水辺魅力拠点づくりには、陸側に常設の賑わい施設、民間投資の誘致が必要である。また、

運河内の水辺拠点が２，３か所点在し、回遊する仕掛けづくりが必要である。そのためには、

水辺に隣接した遊休地の転活用など機会をとらえるとともに、新川運河プロムナードなど公

共空間活用の必要性が確認された。 

②港湾区域を活用した官民連携の仕組みづくり  

 ・港湾区域など公共施設を特定事業者が占用する場合、公共性を判断する基準や仕組みが必

要である。今後、有識者や地域、市関係部局で構成する『地下鉄海岸線・市街地西部活性

化プロジェクトチーム』など、既存の枠組みを活用して、公共性を判断する第三者組織や

ウォーターボール 

 

○ 

ウェイクボード 

 

△、× 

ビジターバース 

（体験乗船会） 

 

△、× 

新川キャナル 

プロムナード 

ほか 

コンテナハウス 

（カフェなど） 

 

△ 

水上レストラン 

 

 

△、× 
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公的事業主体となる仕組みを検討する必要がある。 

 ・新たに運河を活用した活性化事業の展開を検討する事業者に対しては、平成 26 年度に創設

した『市街地西部地域活性化プロジェクト』事業提案募集を活用する。 

③水面利活用ルールづくりなど民間事業者間の連携 

・クルーズやウォータースポーツの事業実施には、動力船と非動力船の運河内航行ルールや

船着場利用ルールが必要である。既存利用者や関係機関との調整など、利用者相互が安全

で利用しやすいルールとなるよう、試行しながら段階的に策定することが有効である。 

 ・港湾区域の占用主体や関係事業者による協議会を立ち上げ、事業者相互の調整やデザイン

ガイドライン、プロモーション、占用協議など、新川運河エリアのマネジメントを行う必

要がある。 

・初期段階では、地域代表、利活用希望企業、イオンモールなどにより構成し、相乗効果を

高めるアイデア出しや試行実施を行う。事業実現性の検討ののち、長期占用の事業計画を

提案するなど、段階的なプロセスを経る必要がある。 

 ④民間投資誘致のための基盤整備等 

  事業進出に意欲を示す事業者より、下記の基盤整備、設備等整備の必要性が確認された。 

 ・船着場（水辺アクセス）、係留場所・給油施設（船舶）  

・景観整備（プロムナード、夜間景観形成、緑化、美装化など）  

・プロムナード等での給排水・電気（コンテナハウス、イベントなど） 

 

３．基盤整備の方向性と効果 

 大型商業施設の開業により年間 750 万人の来場が見込まれ、運河周辺地域の集客・回遊拠点

と期待される。本市としては、来訪者が商業施設内にとどまらず、水辺環境を楽しむことによ

る集客効果や、周辺の歴史資源や産業観光資源への回遊行動を促進するため、下記の基盤整備

等を行う。 

１）整備の方向性 

新川運河において親水空間や夜間ライトアップの整備を行う。平成 27 年度に設計を行い、

平成 28 年度に施工予定である。また、兵庫運河側でも平成 27 年度よりプロムナード整備を

行う。 

さらに、「市街地西部活性化プロジェクト」提案募集を、平成 27 年度も実施する予定であ

る。同制度の活用により、新たな活性化事業の展開が期待される。 

２）民間の活動と一体的に整備する効果 

商業施設者側でも既定のプロムナード整備計画だけでなく、「イベント広場の設置」や「建

物も含めた夜間ライトアップの整備」など水辺空間の高質化に向けて、具体的に検討されて

いる。   

また、本市と商業施設者が連携して基盤整備等を検討し事業化することにより、民間事業

者の事業進出意欲が高まりつつある。今後、商業施設のテナント事業者や他の提案事業者な

ど民間事業者間で連携を図りながら、地域活性化に貢献する事業展開を期待したい。 

 

４．今後の課題 

 今後、より一層の水辺の魅力向上を図るためには、周辺未利用地等の開発を契機とした基盤

整備とともに、官民が連携してにぎわい創出を図り、地域ビジネスとして継続的に管理・運営

できる体制、仕組みづくりが求められる。 


